違和感の定量化ため画像分析とそ応用に関する研究 by 神谷 浩平
愛知県立大学大学院情報科学研究科 平成 28 年度 修士論文要旨 
違和感の定量化のための画像分析とその応用に関する研究 
神谷 浩平     指導教員：村上 和人 
 
1 はじめに 



















































間における各色要素の①R 内の平均輝度値，②R 内と R̅ 内
の平均輝度値の差の絶対値，③R 内の顕著度，④R 内と R̅ 




















2.4  人が違和感を感じる領域分析の結果 
 2 つの分析方法のそれぞれについて，3 種類の色要素お








なった．高い相関値を示した特徴の分布を図 2 に示す． 
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3  違和感量の推定 
3.1  違和感量推定式 
 2.4 節の分析結果で高い相関値を示した 3 つの特徴を用
いて任意の大きさの ROI 内の違和感量の推定式 
𝑈𝐹 = 𝑎𝑆ave + 𝑏𝑆diff + 𝑐𝐻dis + 𝑑 (1)  
を定義する．ここで，𝑈𝐹は違和感量を，𝑆ave は ROI 内の
彩度の平均輝度値，𝑆diff は ROI内と画像全体から ROIを除
いた領域内における彩度の平均輝度値の差の絶対値，










3.2.1  違和感マップ作成方法 
 違和感マップ作成方法を説明する．まず，画像を入力し，
入力画像𝐼から色相と彩度の色要素画像𝐸Hと𝐸Sを作成する．
次に𝐸Hと𝐸S に対して，中心座標(𝑖, 𝑗)の円形注目領域 ROI 









}  と 
し， min{ ℎ, 𝑤} × 𝑒を ROI の直径とする．𝐸𝐻における ROI
内の𝐻dis(𝑖, 𝑗)を算出，𝐸S における ROI 内の  Save (𝑖, 𝑗)と
𝑆 diff(𝑖, 𝑗)を算出し， 
𝑈𝐹(𝑖, 𝑗)  =  𝑎𝑆ave(𝑖, 𝑗) + 𝑏𝑆diff(𝑖, 𝑗) + 𝑐𝐻dis(𝑖, 𝑗) + 𝑑  (2)  
により𝑈𝐹(𝑖, 𝑗)を求める．そして，入力画像と同じサイズ
で輝度値がすべて 0 の違和感マップを作成し，求めた




 (3)  
により正規化し，𝑈𝐹′(𝑖, 𝑗)とする．𝑈𝐹′(𝑖, 𝑗)を違和感マッ
プ内の座標(𝑖, 𝑗)に書きこむ．ROIの中心座標(𝑖, 𝑗)を走査範
囲𝐹内で順に移動させてそれぞれの ROI 内の𝑈𝐹′(𝑖, 𝑗)を計
算し違和感マップに書き込む．走査範囲は 
𝐹 = {(𝑖, 𝑗)|
𝑒
2






≤ 𝑗 ≤ 𝑤 − 1 −
𝑒
2
} (4)  
とする． 
 
3.2.2  実験方法 
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標(𝑖, 𝑗)の輝度値を𝑀(𝑖, 𝑗)，回答分布の座標(𝑖, 𝑗)の輝度値を
𝐴(𝑖, 𝑗)とする． 
 
3.2.3  実験結果 
 分析で用いたデータを回帰分析することにより違和感
量推定式の係数を 𝑎 =  1.1 × 10−1， 𝑏 = 3.1 × 10−1 ，
𝑐 = 2.8 × 10−2，𝑑 = 7.8 に決定し違和感マップを作成した．








3.2.4  考察 













表 1: 相関値結果 
  e=1/4 e=1/8 e=1/16 
画像 1 0.42 0.42 0.41 
画像 2 0.33 0.37 0.37 
画像 3 0.39 0.42 0.41 
画像 4 0.26 0.27 0.29 
画像 5 0.31 0.31 0.31 
画像 6 0.28 0.24 0.23 
画像 7 0.46 0.47 0.45 
画像 8 0.52 0.71 0.77 
画像 9 0.24 0.21 0.20 
画像 10 0.22 0.27 0.29 
 
   
(a)原画像 (b)回答分布 (c)違和感マップ 
図 3:回答分布と違和感マップの例 
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